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令和７年度 社会福祉法人中信社会福祉協会事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 経営 

働きやすい職場環境の整備を推進するとともに、法人としての方向性を明確にし、

透明性が高く地域社会に貢献する事業運営を進めます。 

⑵ サービスの向上 

利用者、家族等の意見を尊重して、信頼される福祉サービスを実現し、利用者が

心豊かな生活を送れるよう努めます。 

⑶ 地域とのつながり 

地域の課題解決や地域ニーズに即した福祉サービスの提供に努めるとともに、地

域の方々とのふれあいを大切にし、地域の一員であることを自覚して行動します。 

⑷ 人材の確保と育成 

質の高いサービスを安定的に提供するため、必要な人材を確保するとともに、職

員一人ひとりが福祉の専門家としての自覚と誇りを持ち、地域福祉を担う社会福祉

人材を育成します。 

 

２ 取組結果 

⑴ 経営 

ア 「第１次中長期計画（思いやりビジョン）後期基本計画」の重点取組目標及び

基本施策に基づき、令和８年度から令和１０年度までの事業等実施計画を作成し、

令和８年度以降の財政計画へ反映しました。 

イ 「中長期財政計画」に基づき、四半期ごとに専門業者による経営分析を実施し

ました。また、予算に対する収支状況を定例会議で検証しました。施設等の経費

節減や事務事業の見直しを継続し、取組みを進めました。 

ウ 安定した経営と職員が意欲的に働ける環境整備のため、人事給与制度の見直し

及び人事考課制度の構築について、外部コンサルティング会社へ業務を委託し、

検討を進めました。さらに人事考課制度の導入に向け、面談シートの検討及び人

事評価の試行実施を開始しました。 

エ 各施設において環境に配慮した省エネルギー機器の導入を推進し、令和７年度

は、ヒートポンプ給湯器更新工事、ＬＥＤ照明への交換工事、遮熱ガラスフィル

ム貼付工事を実施しました。 

⑵ サービスの向上 

ア 感染症及び食中毒の予防・まん延防止について、各施設において定期的に感染

症対策委員会を開催し、感染症対策指針に基づく研修及び訓練を実施しました。 

イ 就労選択支援事業については、必要な指定要件を満たせなかったため、実施を

見合わせることとなりました。 
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ウ 令和７年４月に、大規模災害時における業務継続計画（ＢＣＰ）に基づく安否

確認訓練を全職員対象に実施しました。また、９月には「災害時における福祉避

難所の設営運営に関する協定書」に基づき、松本市の協力を得て福祉避難所開設・

運営研修を実施しました。 

エ 昨年度に引き続き、「松本市強度行動障害者に対応するための施設改修補助金」

を活用し、対象利用者のためにトイレの空調設備の改修を実施しました。これに

より、強度行動障がいのある方が利用しやすい環境整備を図ることができました。 

オ 令和８年１月に、施設等の人員・運営・設備基準及び個別支援計画の作成方法

等について確認する内部検査を実施しました。内部検査の結果に基づく改善事項

は内部会議で周知し、さらなる改善につなげました。 

カ 支援記録システムを活用し、毎月の事故・ヒヤリハットの発生要因及び事故後

の対応等の分析・検証に役立てました。あわせて、再アセスメント及び支援方法

の見直しにも取り組みました。 

キ 昨年度に引き続き、職員のハラスメント行為の事案が発生し、行政機関から障

がい者虐待に関する調査が入りました。法人虐待防止委員会において、経過報告

を行い、全職員が再発防止に向け、取組みを進めました。法人及び施設等におい

て虐待防止・権利擁護研修を開催し、虐待防止についての理解を深めました。 

⑶ 地域とのつながり 

ア ７月に梓川アカデミア館にて法人アート展を開催しました。４日間で５００人

を超える来場があり、法人や障がい福祉を知っていただく良い機会となりました。

また、各施設では感染症対策を講じながら、施設行事の開催や教育機関からの実

習生受入れを行い、地域との交流を深めました。 

イ 令和５年度から受託している松本市障がい者総合相談支援センター事業は３ 

年目を迎えました。障がいのある方やその家族の初期相談に対応するとともに、

地域の社会資源との連携を推進しました。 

ウ 各施設では、夏祭り、秋祭り、クリスマス会などの行事、利用者の外出、地域 

関係者と連携した避難訓練など、機会を捉えて可能な限り地域との交流連携に努 

めました。 

エ 各施設において地域移行等意向確認に関する指針を策定し、次年度から施設入

所者の地域移行等意向確認を行うための体制整備を進めました。 

オ 障がい者が地域で安心して生活できるよう、在宅支援関連事業の実施に向けた

検討を進めました。また、若手職員主体の視察研修（１１月実施）を通じて、地

域生活支援の必要性について理解を深めました。 

⑷ 人材の確保と育成 

ア  人材確保の取組みとして、学校訪問、新聞広告、情報サイト等を活用した広報

活動を行いました。また、希望者には事前に施設見学を実施しました。職員採用

試験は５回実施し、新たに９人を採用しました。 
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イ 人材育成計画及び研修計画に基づく法人主催の研修は、集合研修により次のと

おり開催することができました。 

①新任職員研修（４月２日、６月５日・６日）新任職員フォローアップ研修  

（１１月１４日）、②虐待防止・権利擁護研修（６月５日）、③ハラスメント防止

研修（４月２日、７月２日）、④支援交流研修（８月～９月）、⑤経理・事務職員

研修（９月２６日）、⑥福祉避難所開設運営研修（９月１２日）、⑦先進地視察研

修（１１月１０日）、⑧安全運転講習（１１月開催）、⑧厨房職員研修（１月）、

⑨係長研修（１月３０日）、⑩３年～５年目支援研修（２月１３日） 

ウ 令和７年４月１日施行の育児・介護休業法改正に伴い、育児・介護を両立でき

るよう、対象者の拡充、介護離職防止のための雇用環境整備、個別の周知・意向

確認を行うため、育児・介護休業等に関する規則の一部改正を行いました。さら

に、１０月１日からは育児期における柔軟な働き方の実現を目的として、新たに

「養育両立支援休暇」の付与又は「短時間勤務制度」のいずれかを選択できるよ

うにしました。 

エ 令和７年度衛生計画及び衛生教育計画に基づき、産業医による職場巡視及び衛

生委員会を開催しました。また、全職員を対象にメンタルヘルスチェックを実施

し、職員のメンタルケアと不調の未然防止に努めました。 

 

３ 特記事項 

⑴ ハラスメント防止に向けた対応 

令和８年１月に、職員による利用者へのハラスメント行為が発覚しました。この

事案への対応として、法人が定める「ハラスメント防止対策に関する基本方針」に

基づき調査等を実施し、職員倫理委員会において懲戒処分を決定しました。また、

３月には松本市による調査が行われ、法人及び施設において、ハラスメント防止に

関する再発防止策に着手しました。 

⑵ 長野県及び松本市による実地指導の受審 

指定障害福祉サービス事業者等に対する実地指導及び長野県による一般指導監

査が実施されました。指導・指摘事項については、法人内で共有し、速やかに是正

しました。 

⑶ 地域連携推進会議の開催 

各障害者支援施設及びグループホームにおいて、年１回の開催が義務づけられて

いる地域連携推進会議を開催しました。地域との新たな関係づくりや交流を深める

機会となり、議事録は法人ホームページにて公表しました。 
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法人単位資金収支計算書  
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資金収支内訳書  



 

6 

社会福祉事業区分資金収支内訳書（左）  



 

7 

社会福祉事業区分資金収支内訳書（右）  



 

8 

公益事業区分 資金収支内訳書  



 

9 

法人単位事業活動計算書  
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令和７年度 本部事業報告 

（事務局総務課及び経理課） 

 

１ 事業目標 

⑴ 持続可能な法人運営と利用者が安心して暮らすための体制整備 

⑵ 災害、感染症等の有事への対応及び人権意識の向上 

⑶ 地域とのかかわりとインスタグラム等を活用した情報発信 

⑷ 人材の確保及び人材育成 

   

２ 取組結果 

⑴ 持続可能な法人運営と、利用者が安心して暮らすための体制整備 

ア 第１次中長期計画（おもいやりビジョン）後期基本計画に基づき、令和８年度

以降の計画に、法人５０周年記念事業や各施設の修繕、地域で生活する障がい者

を支える在宅支援事業所の開設、地域移行に向けた意向等確認体制の整備などを

位置づけました。また、１１月１０日に北信地区の福祉施設等の視察研修を、若

手職員中心に実施し、地域生活支援や重度障がい者支援に対する意識向上につな

げました。 

イ 「中長期財政計画」に基づき健全な財政運営を進めるため、決算監査（５月  

２７日）、中間監査（１２月１日）、会計事務所による巡回指導（毎月）、内部監

査 （２回）を実施し、財務規律の強化を図りました。 

ウ 人事・労務・給与制度については、人事考課制度の理解を深めながら健全な法

人運営ができるよう、定例会議で検討を進めました。また、役職職員を対象とし

た人事考課に係る試行及び研修を実施しました。 

⑵ 災害・感染症等の有事への対応及び人権意識の向上 

ア 災害に対する業務継続計画（ＢＣＰ）に基づき、全職員を対象とした安否確認

訓練を２回実施しました。さらに、松本市の指導を受けながら、大規模災害を想

定した福祉避難所の開設・運営研修（９月１２日）を実施しました。 

イ 職員による利用者へのハラスメント行為を受け、法人虐待防止委員会において

検証及び改善計画を策定し、全施設で障がい者虐待防止の取組みを行いました。

ハラスメント防止指針に基づき当該施設と連携し、速やかに利用者への聞き取り

及び職員倫理委員会の開催につなげました。 

ウ 令和８年１月に内部検査を実施し、サービス管理責任者が責任を持って個別支

援計画の作成及び福祉サービス提供に係る加算等の記録が適切に行われている

か点検しました。あわせて、利用者ケース記録システム等の活用による業務改善

を進めました。 
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⑶ 地域とのかかわりと、インスタグラム等を活用した情報発信 

ア 障害者支援施設及びグループホームにおいて、義務化された地域連携推進会議

を開催し、その内容を法人ホームページに公表しました。 

イ インスタグラムについては、各施設・事業所が主体的に行事や利用者の生活の

様子などをタイムリーに発信できる体制を整えました。投稿数は徐々に増加して

おり、フォロワー数も増加傾向にあります。 

ウ 第１次中長期計画（おもいやりビジョン）後期基本計画の取組みとして、７月

に梓川アカデミア館で法人アート展を開催しました。４日間で５００人を超える

来場者があり、法人を広く周知する機会となりました。 

⑷ 人材の確保及び人材育成 

ア 人材確保の取組みとして、職場説明会への参加やハローワークへの求人申込に

加え、新たに法人紹介動画を作成しました。ホームページの採用情報も適宜更新

し、職員確保に努めました。職員採用試験は５回実施し、令和８年度採用者は９

人でした。 

イ 法人が策定したハラスメント防止指針を全職員に周知し、令和７年４月に新任

職員、７月に管理職を対象としたハラスメント防止研修を実施し、理解を深めま

した。 

ウ 令和７年度法人研修計画に基づき研修を実施するとともに、法令で義務化され

た研修及びキャリアパスに基づく令和８年度法人研修計画を策定しました。 

 

３ 特記事項 

⑴ 職員の健康管理 

令和７年１０月に産業医が交代しましたが、引き続き、各施設の衛生管理状況の

点検、職場巡視、健康相談を実施し、併せて、令和７年１１月にストレスチェック

を実施しました。また、法人衛生委員会（９月１８日、３月１９日）を年２回開催

し、福利厚生の一環として、職員健康診断の検査内容の見直し、次年度の衛生計画

及び衛生教育計画の策定について協議しました。 

⑵ 長野県による社会福祉法人の一般指導監査 

令和７年１２月２日に長野県による一般指導監査が実施され、改善事項について

法人内で共有し、是正に着手しました。 

 ⑶ 業務の見直し 

事務の効率化を図るため、オンライン会議に対応できるよう３６０度カメラを購

入し、ＩＣＴ を活用した会議運営を推進しました。定例会議ではこの機器を積極

的に活用し、オンラインツールを用いた会議の実施や法人内での情報共有を進め、

業務改善に取り組みました。 
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法人本部（社会福祉事業）拠点区分 資金収支計算書  
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法人本部（社会福祉事業）拠点区分 事業活動計算書  
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法人本部（社会福祉事業）拠点区分 貸借対照表（横）  
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計算書類に対する注記（法人本部（社会福祉事業）拠点区分用）  



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

事務局障害者相談支援センター中信 

 

 

事業報告書 

資金収支計算書 

事業活動計算書 

貸借対照表 

計算書類に対する注記 
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和７年度 事務局障害者相談支援センター中信事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 意思決定支援による計画相談支援の実施 

⑵ 地域の相談窓口である障害者相談支援事業の推進 

⑶ 相談支援従事者としての質の向上 

⑷ 働きやすい職場環境の整備 

 

２ 取組結果 

⑴ 意思決定支援による計画相談支援の実施 

ア 指定特定相談支援事業及び指定障害児相談支援事業の実施 

サービス等利用計画（障がい者）及び障害児利用支援計画（障がい児）の作成

にあたっては、福祉サービスなどの社会資源と連携し、利用者が望む暮らしを実

現できるよう配慮しながら計画を作成しました。モニタリングでは、権利擁護の

視点を重視し、本人の意思決定を尊重しつつ、希望するサービス内容であるかを

確認し、必要に応じて再計画につなげました。また、虐待防止委員会を毎月１回

開催し、事例検討を通して職員の人権意識の向上を図りました。 

イ 福祉サービスを希望する利用者の状況 

福祉サービスを希望していた利用者のうち１９人は、死亡又は障がい福祉サー

ビスの利用終了となりました。一方、新規利用者については、障がい当事者や他

機関からの問い合わせを受け、受入検討会議を開催した結果、新たに２１人の計

画相談を開始しました。特に複雑な課題を抱える利用者については、複数の相談

員で対応し、行政や医療関係者などから助言・協力を得ながら、多角的な視点で

支援会議を実施し、課題解決に取り組みました。 

⑵ 地域の相談窓口である障害者相談支援事業の推進 

公益的な取組みとして、松本市から受託している松本市障がい者総合相談支援セ

ンター事業は３年目となりました。松本市全域を対象とした障害者相談支援事業で

あり、障がい児・者の初期相談等に対応しました。 

⑶ 相談支援従事者としての質の向上 

ア 各種研修への参加 

事業所では、義務化されている虐待防止・権利擁護研修及び感染症対応研修を

実施しました。また、相談支援の加算要件である医療的ケア児等支援者養成研修

には、職員１人が参加しました。さらに、行政及び基幹相談支援センターが開催

した高齢・障がい支援機関強化研修やモニタリング検証研修にも参加し、他機関

との情報共有の機会となりました。 
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イ 松本市相談支援事業所連絡会等への参加 

松本市基幹相談支援センターが主催する松本市相談支援事業所連絡会に年３

回参加し、地域の相談支援事業所との連携を深めました。また、松本市総合相談

支援センター連絡会には毎月出席し、松本市及びその他の事業所と課題の共有を

図りました。 

⑷ 働きやすい職場環境の整備 

長野県主催のハラスメント防止研修に職員１人が参加し、事業所内におけるハラ

スメント防止の意識向上に努めました。特にカスタマーハラスメントについては、

職員が個々に抱え込むことのないよう、事業所全体で共有しながら組織的に対応す

る姿勢を重視しました。 

 

３ 特記事項 

⑴ 社会福祉士養成に係るソーシャルワーク実習として、福祉系大学から２人及び専

門学校から１人を受け入れました。 

⑵ ９月に職員１人が中途退職しましたが、１１月に人員補充を行ったことで、相談

支援業務の過度な負担や欠員の長期化を未然に防止することができました。 

 

４ 利用者の状況（令和８年３月３１日現在） 

⑴ 指定特定相談支援事業及び指定障害児相談支援事業 

ア 計画作成及びモニタリング                 （単位：件） 

区分（延件数） 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

指定特定相談支援事業 １，０４５ １，０１６ １，０１２ 

指定障害児相談支援事業 ６９ ６０ ４４ 

合計 １，１１４ １，０７６ １，０５６ 

イ 利用現員                         （単位：人） 

区分（実人数） 
令和６年度末

利用者数 

新規 

利用者数 

計画終了 

利用者数 

令和７年度末

利用者数 

指定特定相談支援事業 ３１０ １９ １５ ３１４ 

指定障害児相談支援事業 １７ ２ ４ １５ 

合計 ３２７ ２１ １９ ３２９ 

ウ 生活状況                         （単位：人） 

区分（実人数） 施設入所 在宅 合計 

指定特定相談支援事業 １４９ １６５ ３１４ 

指定障害児相談支援事業 ０ １５ １５ 

合計 １４９ １８０ ３２９ 
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エ 地域別利用者数（実人数） 

（ｱ） 指定特定相談支援事業                  （単位：人） 

松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

２１５ ３ ２８ ２５ ５ ２４ ３ １１ ３１４ 

  （ｲ） 指定障害児相談支援事業                 （単位：人） 

松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

６ ０ ０ ９ ０ ０ ０ ０ １５ 

⑵ 松本市障がい者相談支援センター事業（松本市受託事業）    （単位：件） 

区分（延件数） 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

松本市障がい者相談支援センター事業 ２，２５６ １，４４６ １，１９２ 
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令和７年度 地域サポートセンター事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 楽しく安心して生活できるグループホームの提供 

⑵ 地域活動への参加 

⑶ 入所施設等からの地域生活移行の推進と利用者の確保 

  

２ 取組結果 

⑴ 楽しく安心して生活できるグループホームの提供 

ア 移動支援を活用し外出支援を積極的に行い、通所利用後や土日の余暇時間の充

実を図ることができました。 

イ 各グループホームにおいて、職員が世話人とともに、お楽しみ会、季節行事、

大掃除、衣替えなど、利用者の生活を支援しました。 

ウ グループホーム「西林」のヒートポンプ給湯器は、令和５年度に修繕を行い使

用してきましたが、取得から１７年が経過し、新たに水漏れが発生したため更新

しました。 

エ グループホーム「やまぶき」の居室ドアについては、全室が外開きの仕様であ

ったため、避難時に一斉にドアを開けると廊下が塞がってしまうおそれがあり、

日常生活においても不便が生じていました。このため、内開き仕様への改修工事

を実施し、スムーズに廊下の往来ができるようになりました。 

⑵ 地域活動への参加 

ア サンスポートまつもと主催のサッカー教室に参加し、大会へ出場するとともに、

パラスポーツ研修会へ参加しました。 

イ グループホーム「杉のこ」では、地域の清掃活動に７人全員で参加しました。

秋には諏訪神社のお祭りにも参加し、地域の方と交流することができました。 

⑶ 入所施設等からの地域生活移行の推進と利用者の確保 

ア 信濃学園から松本養護学校へ通う生徒からの入居希望があり、年度中途でグル

ープホーム「いっきゅう」への入居が決定しました。 

  イ グループホーム「さつき」及び「西林」については、年度当初から各１室空室

となっていましたが、満室にすることができませんでした。 

 

３ 特記事項 

⑴ グループホーム「いっきゅう」が２０周年を迎えました。利用者、世話人等関係

者参加のもと食事会及び記念行事を行いました。 

⑵ １１月の松本市による運営指導において、利用者の小遣い金の預かりについて指

摘がありました。改善策を検討し、小遣い金の預かりを廃止し、代わりに施設会計

にて一時立替払いし、利用料と一緒に口座引き落としすることとしました。 
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⑶ グループホーム「いっきゅう」の家賃について、他のグループホームの家賃に比

べ高額であることから、利用者の経済的負担を軽減するため、３万円から２万６千

円へ値下げしました。 

⑷ それぞれのグループホームにおいて地域連携推進会議を開催しました。各地区の

町会長、民生委員、地域の福祉に知見のある方、利用者及びその家族が一堂に会し、

利用者の生活の様子、地域の災害時の対応等、情報を共有することができました。 

 

４ 利用者の状況（令和８年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                  （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ５年度 ６年度 ７年度(b) 

共同生活援助 ４２ ３７.１ ３９.６ ３６.１ △５.９ 

⑵ 令和７年度異動状況               （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

共同生活援助 １ １ ０ 

⑶ 年齢別状況                         （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 １４ ８ ０ １ ４ ２７ ４６.１ ４６.２ 

女 ２ ５ ２ ２ ２ １３ ５６.２ ５５.７ 

計 １６ １３ ２ ３ ６ ４０ ４９.４ ４９.５ 

⑷ 障害支援区分認定状況                     （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ４ ４ １４ ５ ０ ２７ ３.７ ３.７ 

女 １ ０ ４ ５ ３ ０ １３ ３.７ ３.６ 

計 １ ４ ８ １９ ８ ０ ４０ ３.７ ３.７ 

 （注）障がい支援区分の判定がないものは、「区分１」に計上 

⑸ 地域別利用者数                       （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １８ １ １ ３ ０ ３ ０ １ ２７ 

女 ５ ０ ０ １ １ ３ ０ ３ １３ 

計 ２３ １ １ ４ １ ６ ０ ４ ４０ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                  （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ０ ０ １ １ ０ ０ ２ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計 ０ ０ １ １ ０ ０ ２ 
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イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 １０ ３ ８ ６ ２７ 

女 ４ １ ８ ０ １３ 

計 １４ ４ １６ ６ ４０ 

ウ 精神障害者保健福祉手帳所持状況     （単位：人） 

区分 １級 ２級 ３級 計 

男 ０ ０ ０ ０ 

女 １ ０ ０ １ 

計 １ ０ ０ １ 

 

５ 生活及び活動の状況 

行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 ２０日 お花見会（杉のこ） 

 ５月 ４日 外出支援（あさがお） 

 ６月 各グループホーム避難訓練 

３日 大掃除・衣替え（西林）、 

７日 松本圏域障がい者スポーツ大会（杉のこ）、 

１３日 梅とり（いっきゅう）、１５日 外出支援（杉のこ） 

 ７月 ３日～６日 法人アート展、１９日 外出支援（あさがお） 

 ８月 ２日・９日・３０日 サッカー教室（杉のこ）、外出支援（西林） 

 ９月 ２０日・２７日 サッカー教室（杉のこ）、２３日 外出支援（さつき） 

１０月 ４日 いっきゅう開設２０周年記念行事 

１１月 １日 サンアップルサッカー大会（杉のこ）、 

９日 外出支援（あさがお） 

１２月 １２日 地域連携推進会議（やまぶき）、 

２２日 地域連携推進会議（あさがお）、 

２４日 クリスマスパーティー（いっきゅう） 

 １月 ２日 初詣（あさがお） 

 ２月 ２２日 パラスポーツ研修会（あさがお、いっきゅう、西林） 

 ３月 １日 外出支援（杉のこ）、９日 地域連携推進会議（さつき）、 

１６日 地域連携推進会議（杉のこ）、 

２４日 地域連携推進会議（いっきゅう・西林） 

通年 各グループホームお誕生日会・おたのしみ会、随時各グループホー

ム世話人会、随時移動支援（買い物、家族の面会等） 
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６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

松本市医師会 健康診断 １ １ １ １ １ １ 

信大病院 定期検査 ５ ５ ３ ５ ５ ５ 

松本医療センター 定期検査 ３ ３ １ ３ ３ １ 

松本協立病院 定期検査 － － １ － － １ 

城西病院 検査 － － １ － － １ 

⑵ 受診人数                      （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

受診状況 ２９ ３０ ２９ ３４１ ３３８ ２６３ 

入院状況 ２ １ ０ １７２ ７ ０ 

施設内処置状況 ０ ０ １ ０ ０ １ 

機能訓練実施状況 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ３１ ３１ ３０ ５１３ ３４５ ２６４ 
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令和７年度 梓荘事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 「安全・健康・楽しい暮らし」のための支援の充実 

⑵ 働きやすい職場体制の整備 

⑶ 地域とのつながりを重視した施設運営 

 

２ 取組結果 

⑴ 「安全・健康・楽しい暮らし」のための支援の充実 

ア 利用者が安心して安全に暮らせる環境を作るため、職員が様々な訓練や研修  

を継続的に実施し、安全な環境提供とともに職員の意識向上と質の高い支援の

実施に努めました。主に実施した研修は、感染症予防研修（６月、１０月）、口

腔ケア研修（２月）、防災伝達訓練（６月）、防犯訓練（１０月）、虐待防止及び

職員倫理に関する研修（８月、３月）などです。また、喀痰吸引等の研修を３人

が受講して資格を取得し、看護師と協力しながら利用者の緊急時に対応する体

制も強化しました。今後も計画的に有資格者数増を図っていく予定です。 

イ 利用者の日常の健康管理については、週に１回松本市立病院から嘱託医師が来

荘し、歯科については、協力医療機関である歯科病院及び医院が月３回程度来荘

して診察を行っています。令和７年９月からは、現行に追加して月に１回、精神

科病院の医師も来荘して診察を行うこととなりました。また、緊急時には松本市

立病院と連携し、必要な医療が受けられる体制を整えました。 

ウ 令和３年度に中止していた理学療法士によるリハビリテーションについて、新

たな機関の協力が得られたことから令和７年５月から再開しました。利用者の

身体機能の維持向上と意欲向上などの効果がみられたため、次年度は対象人数

を増加する予定です。 

エ 個別支援計画の立案や日常の様々な場面で、利用者本人と相談し意思を尊重し

ながら決定するよう努めました。 

オ 月に一度の車座集会において、利用者と対面での意見交換を継続しました。９

月からは、いつでも気軽に投函できる意見箱を設置し、利用者の意見の集約に努

め、それを反映した施設運営にも努めました。主な意見としては、食事の内容に

ついての希望や庭の草をきれいにして欲しいなどがありました。 

カ コロナ禍で中止していたクラブ活動を再開し、季節の行事や日中活動、日帰り

旅行の日数も増やすなど、季節を感じながら楽しい暮らしをしていただけるよ

う努めました。 

  



 

52 

⑵ 働きやすい職場体制の整備 

ア 介護支援員の身体的・精神的負担の軽減のため、「介護ロボット等導入支援事

業補助金」を活用し、移乗サポートロボット「電動Ｈｕｇ」を導入しました。既

存の「手動Ｈｕｇ」２台とともに活用を図っています。また、さらなる負担軽減

と職場環境改善のためＩＣＴセンサー機能を有する介護機器等について、様々な

情報収集と研究も行いました。 

イ 各種会議の内容を全職員で共有しました。また、少人数でのミーティングや職

員意見箱の設置を実施し、風通しの良い職場づくりに努めました。 

ウ 法人主催の「管理職向けのハラスメント防止研修」に課長以上の全職員が参加

し、部下への対応について学びました。 

エ 今年度からチューター制度を再開し、新任職員に系統立てた指導を行いました。 

⑶ 地域とのつながりを重視した施設運営 

ア 地域ニーズの把握に努め、入所・通所・短期入所それぞれに利用希望のある方

を可能な限り積極的に受入れました。新規利用者は、入所４人、通所３人、短期

入所４人を受入れました。 

イ １０月に地域連携推進会議を開催し、第三者委員、地域の民生・児童委員、保

護者会代表者など地域の方からの様々な意見を伺い、開かれた施設運営に努めま

した。 

ウ 梓川中学校の生徒との触れ合いや、地域のボランティア及び日赤奉仕団、地区

民生委員・児童委員協議会に協力していただき、施設の環境整備や散歩支援、傾

聴などを行っていただき、感染症に注意しながら地域の方との触れ合う時間を確

保することができました。 

エ 災害時の地域の安心拠点となるよう計画に基づき訓練を実施しました。地域住

民も含めた夜間想定総合防災訓練は、次年度の実施に向けて、地域への説明会を

実施しました。 

オ 重症心身障がい者及び医療的ケアのある方の受け入れができるよう、オンライ

ンによる研修の実施や喀痰吸引に関する研修を３人が受講し、資格を取得しまし

た。 

 

３ 特記事項 

⑴ ネット環境及びコールシステム改善の検討 

施設内のネットワーク接続の不具合やナースコールシステムの老朽化により効

率的な業務運営に課題があり、利用者からも不満の声が出ていました。そこで業務

用及び利用者も含めたネット環境の改善とコールシステムの検討を行った結果、令

和８年度に整備することとしました。 

⑵ チューター制度の充実に向けた検討 

  令和７年度から再開したチューター制度について、チューター職員のフォロー体

制が未熟であったため、強化についての検討を行いました。令和８年度は、検討し

た内容を実施し、職員がより安心して働ける職場環境づくりを進めていく予定です。 
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⑶ 訓練工房の整備 

日中活動の充実を図るため、訓練工房の環境整備を行いました。絵画や書道など

のクラブ活動では水道を利用できるよう設備を整え、通所事業における午睡におい

て、プライバシーが確保できるようにカーテンを設置しました。さらには、新型コ

ロナウイルス感染症等の感染防止対策として、罹患した利用者を安全かつ衛生的に

介助でき、安心して過ごせる環境を整備しました。 

 

４ 利用者の状況（令和８年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                 （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ５年度 ６年度 ７年度(b) 

生活介護事業 ５５ ５９.３ ５６.７ ５８.４ ３.４ 

施設入所支援事業 ５０ ５１.０ ４９.０ ５１.０ １ 

⑵ 令和７年度異動状況               （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

生活介護事業 ７ ５ ２ 

施設入所支援事業 ４ １ ３ 

⑶ 年齢別状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 １ １０ ６ ３ ５ ２５ ６０.３ ６０.１ 

女 ３ ９ ６ ２ ６ ２６ ５９.８ ５９.５ 

計 ４ １９ １２ ５ １１ ５１ ６０.０ ６０.０ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ６ ４ ２ １ ０ １３ ４２.２ ３９.５ 

女 ７ ３ ０ １ ０ １１ ３６.７ ４０.０ 

計 １３ ７ ２ ２ ０ ２４ ３９.７ ３９.８ 

⑷ 障害支援区分認定状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ０ ６ １９ ２５ ５.８ ５.８ 

女 ０ ０ ０ １ ５ ２０ ２６ ５.７ ５.５ 

計 ０ ０ ０ １ １１ ３９ ５１ ５.７ ５.６ 
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イ 通所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ２ ２ ２ ７ １３ ５.１ ５.１ 

女 ０ ０ ０ １ ３ ７ １１ ５.５ ５.３ 

計 ０ ０ ２ ３ ５ １４ ２４ ５.３ ５.２ 

  （注）障がい支援区分の判定がないものは、「区分１」に計上 

⑸ 地域別利用者数 （単位：人） 

ア 入所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １４ ０ ４ ４ ０ ２ １ ０ ２５ 

女 １２ １ ４ ６ １ １ ０ １ ２６ 

計 ２６ １ ８ １０ １ ３ １ １ ５１ 

イ 通所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ １３ 

女 ６ ０ ０ ４ ０ １ ０ ０ １１ 

計 １６ ０ ０ ７ ０ １ ０ ０ ２４ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                   （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ２６ ６ １ ３ ０ ０ ３６ 

女 １９ １２ １ ０ ０ ０ ３２ 

計 ４５ １８ ２ ３ ０ ０ ６８ 

イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 ９ ３ ２ ０ １４ 

女 １０ １ ２ １ １４ 

計 １９ ４ ４ １ ２８ 

ウ 精神障害者保健福祉手帳所持状況     （単位：人） 

区分 １級 ２級 ３級 計 

男 １ １ ０ ２ 

女 ０ ２ ０ ２ 

計 １ ３ ０ ４ 
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５ 生活及び活動の状況 

⑴ 行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 ７日・８日・１０日・１１日・１４日～１６日 お花見ドライブ、 

２３日 春祭り、２７日 家族会総会  
 ５月 ７日 端午の節句、１３日 車椅子交通安全教室、 

１５日 友近 890による訪問ライブ、１８日 日帰り旅行 

 ６月 ４日 利用者レントゲン検査、１１日 避難訓練、 

１６日 日帰り旅行、１８日 ボランティアによる清掃活動、 

２２日 衣類販売 

 ７月 ３日～６日 法人アート展、９日 七夕会、 

１６日 参議院期日前投票、１７日 松本市民生児童委員視察、 

１９日 丑の日会食（うなぎ提供）、 

２８日 梓川中学生ボランティア委員会との交流 

 ８月 ６日 夏祭り、２０日 傾聴ボランティア 

 ９月 ２１日 衣類販売、２６日 梓川中学校音楽会鑑賞、 

２８日 日帰り旅行 

１０月 ８日 秋祭り、１０日 散歩ボランティア、 

１９日 災害時地域支援者説明会、２５日 日帰り旅行、 

２８日 歯科大巡回検診、２９日 地域連携推進会議 

１１月 １２日 傾聴ボランティア、１５日 アカデミア館音楽会鑑賞、 

１６日 衣料品出張販売、１８日・２５日 インフルエンザ予防接種、 

２１日 家族会環境整備 

１２月 ２日 ボランティアお菜漬け、 

１８日・１９日・２２日・２３日 ゆず湯、 

２４日 クリスマス会、忘年会 

 １月 ８日・９日 りんご湯、１４日 新年会 

 ２月 ３日 豆まき、５日 衆議院期日前投票、 

１７日 寿司を賞味する会、２４日 第三者委員報告会 

 ３月 ４日 ひな祭り会 
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⑵ クラブ及びレクリエーションの実施状況 

クラブ名 実施回数 参加延人数 活動の状況 

絵画クラブ ５ ５５ 集団・個人作品制作 

音楽クラブ ２ ２９ カラオケ 

レクリエーション １２ １７４ 
テレビゲーム、ドミノ、ジェンガ、

かるた等 

計 １９ ２５８  

 

６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

松本市立病院 内科 ４７ ４９ ５０ １４６ １３０ １５６ 

その他の医療機関 歯科検診 ４８ ４９ ５０ ４８ ４９ ５０ 

⑵ 受診人数                          （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

受診状況 ５１ ４９ ５２ ２,６９２ ２,７５５ ２,５８１ 

入院状況 ９ １０ ８ １０９ ２１７ ２１８ 

施設内処置状況 ７０ ６３ ８１ １８,４６４ １９,９５５ １９,２１５ 

機能訓練実施状況 ４８ ４９ ５０ １,１９９ １,１７６ １,３５２ 

合計 １７８ １７１ １９１ ２２,４６４ ２４,１０３ ２３,３６６ 

 

７ 給食 

⑴ 年間給食数                 （単位：食） 

区分 ５年度 ６年度 ７年度 

利用者 ５５,８１９ ５５,４４３ ５５,９３２ 

職員等 ２,４９８ ２,６５０ ２,８４９ 

計 ５８,３１７ ５８,０９３ ５８,７８１ 

⑵ 一日平均摂取栄養量 

区分 目標値 実績 

エネルギー １,４５０kcal １,４３９kcal 

タンパク質 ４０～５０ｇ ５８.６ｇ 

脂質 ３３～４２ｇ ４４.７ｇ 
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⑶ 食事内容及び間食状況                    （単位：人） 

区分 形態 
実人数 

間食 
５年度 ６年度 ７年度 

主食 

常食 １４ １６ １５ 

週１回 

水曜日 

軟飯 ９ ７ ７ 

粥食 ２０ １６ ２０ 

ミキサー食・ゼリー食 ８ ９ ９ 

副食 

常食 １３ １２ １４ 

粗刻み ８ ７ ７ 

細刻み・刻み １８ １６ １６ 

ミキサー食 １２ １３ １４ 

経管栄養 ０ ０ ０ 

 

８ 短期入所事業等実施状況 （単位：人） 

区分・年度 
定員 実人数 延利用日数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

短期入所事業 ２ ２ ２ ９ １２ １３ ４８０ ２３６ ２７９ 

日中一時支援事業    ２ ２ １ ８８ ７１ ２ 

タイムケア事業    ０ ０ １ ０ ０ ２ 
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令和７年度 ささらの里事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 安全・安心な環境づくり 

⑵ 利用者サービスの向上 

⑶ 地域とのつながり強化 

⑷ 人材育成と働きやすい環境づくり 

 

２ 取組結果 

⑴ 安全・安心な環境づくり 

ア 令和６年度に発生した職員による利用者への性的虐待を受け、人権意識の向上

と障がい特性への理解を深めるため、各種研修、セルフチェック、アンケートな

どを実施し、信頼回復と再発防止の取組みを進めてきました。しかしながら、令

和８年１月、再び利用者へのハラスメント行為が確認されました。「ささらの里」、

「こきりこささら」、「みすぎの森」の３拠点において事実を共有し、どうして起

き、何が問題だったのかを検証して防止策を講じるとともに、「人権意識」、「社

会人としての心構え」、「接遇向上」、「マインドセット」、「コンプライアンス」な

どをテーマにした研修を開催し、虐待や虐待が疑われる行為のない職場づくりを

進めています。 

イ ピアカウンセラーの定期訪問を継続的に行い、毎回、３、４人の利用者が面談

しました。施設とは直接関係のない方々に話を聞いてもらい、共感的な傾聴に基

づいた精神的なサポートを受ける貴重な機会となりました。 

ウ 感染症については、令和７年５月に利用者１２人と職員９人、令和８年１月に

利用者２５人と職員１０人が新型コロナウイルス感染症に感染しました。分離対

応などの拡大防止対策を講じた結果、いずれも約２週間で終息することができま

した。平時の感染予防策としては、利用者に対する１日２回以上の検温と体調確

認を実施し、発熱などの体調の変化に早期に気づけるよう対応を続けました。併

せて、職員については「感染症を持ち込まない」という意識統一を図り、体調不

良や感染の疑いがあるときは速やかに職場に報告し、勤務を見合わせる対応を継

続しました。 

⑵ 利用者サービスの向上 

ア 個別支援計画の作成に当たっては、サービス提供者による一方的な計画になら

ないよう、利用者本人の意向に寄り添いながら多職種が連帯して作成を進めまし

た。 

イ 最新のＩＣＴ技術や介護ロボットの導入に向けて、国際福祉機器展のような大

規模な展示会から介護事業者による小規模なイベントに至るまで、積極的に足を

運び情報を収集しました。 
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ウ おむつメーカーの講師を招いて講習会を３回開催しました。基本的なおむつの

当て方、個々の排泄形態への対応について学び、利用者の快適さと健康について

研修しました。 

エ 半日又は日帰りの外出支援を２８回実施することができました。また、個別に

介護タクシーを利用した外出も複数回あり、コロナ禍以前のような社会資源の開

拓や活用が進みました。 

⑶ 地域とのつながり強化 

ア コロナ禍以前に傾聴や読み聞かせなどを実施いただいたボランティアの方々

と再び連絡が取れるようになり、貝を使った絵合わせ遊びやコーラスの披露など、

数年ぶりに対面での交流の場となりました。 

イ 相談支援事業所や行政担当者と連携し、これまでに緊急的な短期入所を２件受

入れ、地域のセーフティネットとしての役割を果たしました。 

ウ 年２回の「広報ささらの里」発行に加え、令和７年１月から本格運用している

インスタグラムへの投稿については、目標としている週１回以上の頻度での更新

を続けました。 

エ 令和７年７月の夜間総合避難訓練は、コロナ禍以降中止していた地元自衛消防

協力員（内田町会及び寿地区小池町会）の参加を再開し、役員７人に参加してい

ただき実施することができました。 

 ⑷ 人材育成と働きやすい職場づくり 

ア 職員一人ひとりが統一した支援を提供することを意識するため、毎月、目標を

挙げて業務に取り組みました。 

イ 職員が小グループ単位で開催する「ゆうがたミーティング」を継続し、ハラス

メント行為の発見や業務課題の早期解決に努めました。今後は、さらにもう一歩

踏み込んだ取組みとするため、その日の接遇や支援が適切であったかを検証し、

「気づき」を促すケーススタディを取り入れます。 

ウ オンラインセルフ研修の動画視聴に加え、対面型の研修を積極的に受講し、職

員個々のスキルをはじめ全体の支援力向上に努めました。特に、「介護福祉士実

習指導者講習会（長野市ほか）」、「喀痰吸引等研修（２号研修）」、「全国身体障害

者施設協議会研究大会（富山県）」、「苦情対応実践講座」、「国際福祉機器展（東

京都）」、「関東甲信越地区身体障害者施設職員研修大会（山梨県）」、「長野県身体

障害者施設協議会事務職員研修会」など外部研修の受講を通して他施設・事業所

職員と情報交流することができました。施設研修としては、外部講師を招き「感

染症防止研修」、「排泄ケア研修」、「虐待防止・権利擁護研修」を開催しました。 

エ 産業医の職場巡視において、喫煙に関する指摘を受けました。これを受け、受

動喫煙防止のため喫煙ルールを見直すとともに、喫煙場所の整備を行いました。 
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３ 特記事項 

⑴ 厨房では給食委員会を開催し、食事全般に対する利用者からの意見や要望に応え

ました。特に季節感のある食事形態に加え、行事開催時の食事についても趣向を凝

らしました。また、利用者個々の食事形態などに対応し、安全に食事を提供するた

め、隔月で開催している厨房会議とは別に、日頃の業務について意見交換する職員

ミーティングを新たに行い、迅速な業務改善につなげました。 

⑵ 毎年開催している「第三者委員・保護者コーディネーター報告会」において、施

設運営全般に対して意見や提案をいただくことができました。また、令和７年度か

ら設置が義務化された「地域連携推進会議」を１２月に開催しました。地域の各分

野の方々に現状を見ていただき、食事提供に係る取組み、事故防止、苦情・要望へ

の対応等について意見をいただきました。 

⑶ 令和７年１１月に松本市による「障害福祉サービス事業者等に対する運営指導」

を受けました。その結果、文書指摘はありませんでしたが、口頭で指摘のあった内

容については、要件や基準に沿った確実な手続きについて振り返り、サービスの質

の維持・向上につなげました。 

⑷ 将来的な蛍光ランプ製造廃止に備え、施設内の蛍光灯照明器具及び誘導灯をＬＥ

Ｄ照明器具へ更新しました。 

 

４ 利用者の状況（令和８年３月３１日現在） 

⑴  利用定員及び平均利用者数                  （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ５年度 ６年度 ７年度(b) 

生活介護事業 ５９ ６１.５ ５９.３ ５８.３ △０.７ 

施設入所支援事業 ５０ ４８.７ ４７.７ ４６.７ △３.３ 

⑵ 令和７年度異動状況               （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

生活介護事業 ４ ４ ０ 

施設入所支援事業 ４ ４ ０ 

⑶ 年齢別状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ０ １２ ８  ３ １ ２４ ５８.５ ５８.４ 

女 ７ ９ ２ ２ ６ ２６ ５１.８ ５２.４ 

計 ７ ２１ １０ ５ ７ ５０ ５５.０ ５５.３ 

  



 

68 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ４ ２ １ １ ０ ８ ４１.３ ４０.３ 

女 ３ ２ ０ １ ０ ６ ４４.５ ４３.３ 

計 ７ ４ １ ２ ０ １４ ４２.７ ４１.７ 

⑷ 障害支援区分認定状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ０ ４ ２０ ２４ ５.８ ５.９ 

女 ０ ０ ０ ０ ４  ２２ ２６ ５.８ ５.９ 

計 ０ ０ ０ ０ ８ ４２ ５０ ５.８ ５.９ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ０ １ ７ ８ ５.９ ５.９ 

女 ０ ０ ０ ０ １ ５ ６ ５.８ ５.８ 

計 ０ ０ ０ ０ ２ １２ １４ ５.９ ５.９ 

  （注）障がい支援区分の判定がないものは、「区分１」に計上 

⑸ 地域別利用者数 

ア 入所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １５ ０ ４ ２  １ ２ ０ ０ ２４ 

女 １８ １ ４ ０ １ １ １ ０ ２６ 

計 ３３ １ ８ ２ ２ ３ １ ０ ５０ 

イ 通所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ５ ８ 

女 １ ０ ２ ０ ０ ２ ０ １ ６ 

計 ３ ０ ３ ０ ０ ２ ０ ６ １４ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                   （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ２１ ３ ０ １ ０ ０ ２５ 

女 １８ ７ ０ ０ ０ ０ ２５ 

計 ３９ １０ ０ １ ０ ０ ５０ 
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イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 ９ ２ １ １ １３ 

女 １１ ２ ０ ０ １３ 

計 ２０ ４ １ １ ２６ 

ウ 精神障害者保健福祉手帳所持状況     （単位：人） 

区分 １級 ２級 ３級 計 

男 ０ ０ ０ ０ 

女 １ ０ ０ １ 

計 １ ０ ０ １ 

 

５ 生活及び活動の状況 

⑴  行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 ７日～ お花見ドライブ散歩、 

８日 ボランティアレクリエーション、 

２０日 春の顔合わせ会、オープンハウス、２７日 保護者会総会 

 ５月 ４日 アイスクリームを食べる日、２３日～ 外出支援開始 

 ６月 １日 保護者会作業日、３日～ 法人アート展作品づくり、 

 ７月 １１日 夜間総合避難訓練、１２日 布団交換、 

１６日 参議院選期日前投票、１８日 丑の日、２７日 夏祭り 

 ８月 ８日・９日 衣料訪問販売、 

１０日 アイスクリームを食べる日、プロレス観戦 

１０月 １７日 秋祭り前夜祭、１８日 布団交換、 

２０日 胸部レントゲン撮影、２６日 ささらの里祭り 

１１月 １１日～ インフルエンザ予防接種、２９日 避難訓練 

１２月 ２日 そばを賞味する会、１２日 地域連携推進会議、 

１４日 クリスマス忘年会、１８日～２０日 衣料品訪問販売 

 １月 １５日 だるまの目入れ、新年食事会、２０日 コロナワクチン接種 

 ２月 １６日 節分、１９日 そばを賞味する会 

 ３月 ８日 春だからケーキを食べる日、 

１３日 第三者委員及び保護者コーディネーター報告会、 

通年 ピア・カウンセリング、美容・理髪の訪問、誕生会食、外出支援 
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⑵ クラブ及びレクリエーションの実施状況 

クラブ名 
実施

回数 
参加延人数 活動の状況 

おひさまクラブ ５ ４０ オイルマッサージ 

園芸クラブ ４ ５３ 定植、収穫 

音楽クラブ ９ １７６ 楽器演奏、ミニコンサート 

芸術クラブ ７ １０７ 作品制作、書道 

外出支援 ２８ ５４ 買い物、外食、ドライブ 

映画など動画鑑賞 １２ １８０  

その他のレクリエーション ２０ ２００ 行事装飾などの作品づくり 

計 ８５ ８１０  

 

６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

村井病院 精神科往診 １３ １０ ９ １２２ １１６ ８４ 

藤森病院 内科健診 ５１ ５１ ５０  ５１ ５１ ４９ 

相澤病院 胸部レントゲン ４９ ４８ ４９ ４９ ４８ ４９ 

松本歯科大 歯科検診 ４８ ４９ ４５ ４８ ４９ ４５ 

⑵ 受診人数                      （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

受診状況 ５１ ５１ ４９ １,２３４ １,６０２ １,３４９ 

入院状況 １８ ２０ １５ ５４７ ４８９ ６２８ 

施設内処置状況 ５１ ５１ ５１ ２４,１５０ ２５,９６０ ３０,７５７ 

機能訓練実施状況 ４７ ４５ ４８ ２,４７１ ２,０６９ ２，８１３ 

合計 １６７ １６７ １６３ ２８,４０２ ３０,１２０ ３５,５４７ 

 

７ 給食 

⑴ 年間給食数                 （単位：食） 

区分 ５年度 ６年度 ７年度 

利用者 ５２,５７３ ５１,１５８ ５３,１８２ 

職員等 ２,２１８ ２,６３６ ２,８０３ 

計 ５４,７９１ ５３,７９４ ５５,９８５ 
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⑵ 一日平均摂取栄養量 

区分 目標値 実績 

エネルギー １,５００kcal １,５０４kcal 

タンパク質 ６５ｇ ５９.１ｇ 

脂質 ４５ｇ ４７.０ｇ 

⑶ 食事内容及び間食状況                    （単位：人） 

区分 形態 
実人数 

間食 
５年度 ６年度 ７年度 

主食 

常食 ２６ ２６ ２０ 

週１回 

日曜日  

軟飯 ０ ２ ３ 

粥食 １６ １５ １８ 

ミキサー食・ゼリー食 ２ ２ ４ 

副食 

常食、一口大 ２１ ２０ １６ 

粗刻み ３ ５ ７ 

細刻み・刻み １８ １８ １８ 

ミキサー食 ２ ２ ４ 

経管栄養 ５ ５ ５ 

 

８ 短期入所事業等実施状況 （単位：人） 

区分・年度 
定員 実人数 延利用日数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

短期入所事業 ４ ４ ４ ９ ８ ７ ３８５ ２５９ ３８２ 

日中一時支援事業    ４ ４ １ ２２ ２９ １０ 

タイムケア事業    ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
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令和７年度 こきりこささら事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 安全で質の高いサービスの提供 

⑵ チームによる支援力の向上 

⑶ 透明性の高い事業所運営 

⑷ 平均利用者数の目標達成に向けた取組み 

 

２ 取組結果 

⑴ 安全で質の高いサービスの提供 

ア 利用者アンケートを実施してひとり一人の希望を把握し、「喫茶」、「ショッピ

ング」、「農産物めぐり」、「公園めぐり」、「美術鑑賞」などの外出支援を行いまし

た。また、行事として、お花見ドライブ、法人アート展見学、お弁当のテイクア

ウトなどに加えて、そば会、クリスマス会など季節感のある催しを実施しました。 

イ 機能維持訓練を個別支援計画に位置づけ、生活の中で利用者の希望と身体状況

に合わせた訓練を実施しました。 

ウ 防災対策として、利用者用の防災ヘルメットを購入し、地震を想定した訓練を

行いました。実際に職員と利用者が装着し、防災への意識を高めました。 

エ 事故・ヒヤリハットについては、発生後、速やかに状況確認と検証を進め、職

員ミーティングにおいて再発防止策を共有しました。 

⑵ チームによる支援力の向上 

ア 在宅生活が健やかに維持できるよう地域の関係機関と連携し、利用者の不安や

悩みを受け止め、課題解決に向けた相談援助を行いました。 

イ 身体障害者施設職員研修大会、権利擁護・虐待防止研修、安全運転講習会、苦

情対応システム研修、先進地視察研修、ＤＷＡＴチーム員養成研修など、法人内

外の研修を受講しました。 

ウ 利用者に変化が生じた場合、速やかに情報を共有し、支援方針の検討を行いま

した。また、職員ミーティングをスーパービジョンの機会とし、各々の課題解決

につなげました。 

⑶ 透明性の高い事業所運営 

ア 利用者及び利用者家族から意見や要望があった場合、速やかに事業所内で検討

し、迅速な対応をしました。 

イ 「第三者委員・保護者コーディネーター報告会」において、利用者の思いを直

接聞き取り、接遇や支援方法の改善につなげました。 

ウ 「事故・ヒヤリハット」や「苦情・要望」への取組内容や集計結果を施設広報

紙で公表し、透明性を確保しました。  
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⑷ 平均利用者数の目標達成に向けた取組み 

   今年度、新たに４人が利用を開始し、平均利用者数は目標の２０人に対し、   

１８．８２人でした。来年度に向けて、養護学校の卒業生が４月から利用開始でき

るよう体験利用を進めていきます。引き続き、利用者ニーズの把握と関係機関との

連携を図りつつ、新規利用に向けた見学や体験を積極的に受け入れます。 

 

３ 特記事項 

⑴ 今年度は養護学校だけではなく、卒業後の進路選択の一環として、松本盲学校の

体験実習がありました。 

⑵ 活動場所のホールについて、天井が高くガラス面が広いため空調管理が難しく、

利用者から改善要望が寄せられていました。これに対し、南向きサッシへ遮熱ガラ

スフィルム貼付工事を実施し、強い日差しや外気温の影響を軽減するとともに、入

口通路の廊下へビニールカーテンを設置したことで保温性を高め、酷暑及び冬季の

寒さに対応できる環境を整備しました。 

 

４ 利用者の状況（令和８年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                  （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ５年度 ６年度 ７年度(b) 

生活介護事業 ２０ １７．０ １７.５ １８.８ △１.２ 

地域活動支援センター事業 １０ ０.７ ０.５ ０.４ △９.６ 

⑵ 令和７年度異動状況                     （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

生活介護事業 ４ ３ １ 

地域活動支援センター事業 １ １ ０ 

⑶ 年齢別状況                          （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ９ １０ ５ ２ ４ ３０ ４４.２ ４６.９ 

女 １１ ７ ４ ４ ２ ２８ ５１.３ ５２.０ 

計 ２０ １７ ９ ６ ６ ５８ ４７.３ ４９.１ 

⑷ 障害支援区分認定状況                     （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ２ ２ ７ ８ １１ ３０ ４.８ ４.７ 

女 ０ ２ ５ ２ ９ １０ ２８ ４.７ ４.６ 

計 ０  ４ ７ ９ １７ ２１ ５８ ４.７ ４.７ 
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⑸ 地域別利用者数                       （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １９ ０ ６ １ ０ ０ ０ ４ ３０ 

女 １９ ０ ４ １ ０ ３ ０ １ ２８ 

計 ３８ ０ １０ ２ ０ ３ ０ ５ ５８ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                   （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ２０ ６ ２ １ ０ ０ ２９ 

女 ８ ９ ２ ０ ０ １ ２０ 

計 ２８ １５ ４ １ ０ １ ４９ 

イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 １３ ２ １ ０ １６ 

女 １２ ３ ３ ０ １８ 

計 ２５ ５ ４ ０ ３４ 

ウ 精神障害者保健福祉手帳所持状況     （単位：人） 

区分 １級 ２級 ３級 計 

男 ０ １ ０ １ 

女 １ １ ０ ２ 

計 １ ２ ０ ３ 

 

５ 生活及び活動の状況 

⑴ 行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 外出アンケート、お花見ドライブ 

 ５月 オープンテラス 

 ６月 バラ園、紫陽花ドライブ 

 ７月 紫陽花ドライブ、買い物外出、行事食①、法人アート展見学 

 ８月 プチ縁日 

 ９月 買い物外出、行事食②  

１９日 つのかげの里職員交流研修 

１０月 紅葉ドライブ、運動会 

１１月 紅葉ドライブ、行事食③ 

３０日 地震総合訓練（３拠点） 

１２月 クリスマス会 

 １月 書初め大会、新年会、利用者満足度アンケート 
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 ２月 行事食④ 

 ３月 お雛様クイズ大会、行事食⑤、 

１３日 第三者委員及び保護者コーディネーター報告会 

通年 映画鑑賞、スポーツ観戦 

⑵ クラブ及びレクリエーションの実施状況 

クラブ名 実施回数 参加延人数 活動の内容 

創作活動 １２ １,３５５ 

アート展作品作り、七夕飾り、セン

サリーボトル、鳳凰貼り絵、活動内容

紹介パネル、ハロウィン壁掛け、クリ

スマスツリー作り、干支置物、書初

め、お内裏様お雛様顔ハメパネル、タ

ペストリー 

調理実習 １２ １,０１５ 

フルーツゼリー、フルーツパイ、か

き氷、イチゴゼリー、かぼちゃのどら

焼き、スィートポテト、りんごのババ

ロアケーキ、紅白羊羹、バレンタイン

クレープ、鈴カステラ、バターどら焼

き 

鑑賞会 １２ ９９８ 

懐かし昭和歌謡、お笑い、癒し系生

き物、鉄道系、アニメ、ＰＶ、宝塚歌

劇、ディズニーパレードなど 

計 ３６ ３,３６８  

 

６ 健康管理状況 

受診員数等                           （単位：人） 

実施機関・年度 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

施設内処置 ２７ ３０ ３０ ３,３８３ ３,５０１ ３,５４４ 

機能訓練 １４ １１ １１ １,２６０ １,１６０ １,３１２ 

合計 ４１ ４１ ４１ ４,６４３ ４,６６１ ４,８５６ 
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７ 給食 

⑴ 年間給食数                 （単位：食） 

区分 ５年度 ６年度 ７年度 

利用者 ４,５９１ ４,７３３ ５,０７６ 

職員等 ６３７ ８６２ １,０１２ 

計 ５,２２８ ５,５９５ ６,０８８ 

⑵ 一日平均摂取栄養量 

区分 目標値 実績 

エネルギー ６００kcal ５８０kcal 

タンパク質 ２６ｇ ２３.６ｇ 

脂質 １８ｇ １８.８ｇ 

⑶ 食事内容及び間食状況                    （単位：人） 

区分 形態 
実人数 

間食 
５年度 ６年度 ７年度 

主食 

常食 ４７ ４７ ５０ 

－ 

軟飯 １ ０ ２ 

粥食 ２ ２ ３ 

ミキサー食・ゼリー食 ２ ４ ５ 

副食 

常食、一口大 ４４ ４５ ４９ 

粗刻み ２ １ ４ 

細刻み・刻み ３ ３ ２ 

ミキサー食 ３ ４ ５ 

経管栄養 ５ ３ ２ 

 

８ 短期入所事業等実施状況 （単位：人） 

区分・年度 
定員 実人数 延利用日数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

地域活動支援センター事業 － － － ４ ３ ２ ２８３ １５７ １０２ 

 



 

84 

  



 

85 

 

  



 

86 

  



 

87 

  



 

88 

  



 

89 

  



 

90 

 



 

 

 

 

 

 

 

みすぎの森 

 

 

事業報告書 

資金収支計算書 

事業活動計算書 

貸借対照表 

計算書類に対する注記 
 

 



 

 

 

  



 

91 

令和７年度 みすぎの森事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 利用者の思いと意思決定を尊重した個別支援計画の作成と健康管理 

⑵ 積極的な地域交流や社会体験による地域連携の推進 

⑶ 権利擁護・虐待防止の推進と職員の支援力強化 

 

２ 取組結果 

⑴ 利用者の思いと意思決定を尊重した個別支援計画の作成と健康管理 

ア 利用者の意思決定に当たっては、日常的な生活の場面において、随時、利用者

の意向を聴き取り、個別支援計画作成時には、将来を見据えた意思を懇談の中で

聴き取りました。 

イ 通院、通所、食事提供等、生活にかかわるあらゆる相談について、利用者の思

いを傾聴し、グループホームでの対応可能な支援を提供しました。 

ウ 新型コロナウイルス感染症については、７月に利用者５人及び職員４人、１１

月に利用者４人及び職員５人の集団感染がありました。早急なゾーニング対応、

適切なガウンテクニックなどの拡大防止対策の結果、短期間で終息することがで

きました。 

⑵ 積極的な地域交流や社会体験による地域連携の推進 

ア 地域交流については、松本市寿地区福祉ひろばの活動として、寿小学校の児童

との作品交換を行ったほか、「福祉の文化祭」や「寿地区マルシェ（おでかけ市）」

に参加しました。また、「松本圏域障がい者スポーツ大会」にも参加し、地域と

の交流を深めることができました。 

イ 社会体験活動については、夜桜外出、プロレス観戦、松本市美術館のサンリオ

展に出かけました。また、利用者個々で外部の事業所を利用し、それぞれで外出

を実施しました。 

⑶ 権利擁護・虐待防止の推進と職員の支援力強化 

権利擁護・虐待防止については、オンラインセルフ研修やささらの里の職員全体

研修に参加することで、利用者支援の原点を学びました。 

 

３ 特記事項 

⑴ 感染症の発生により複数の職員が罹患したため、勤務配置の調整が困難でした。 

⑵ 短期入所について、新規利用者の問い合わせが数件ありましたが、いずれも加配

支援が必要な方であり、現状の職員体制での受け入れは困難でした。 

⑶ 松本市による「障害福祉サービス事業者等に対する運営指導」を受けた結果、文

書指摘はありませんでしたが、口頭で指摘のあった内容については、要件や基準に

沿った確実な手続きについて振り返り、サービスの質の維持・向上につなげました。 



 

92 

４ 利用者の状況（令和８年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                 （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ５年度 ６年度 ７年度(b) 

共同生活援助 １４ １４ １４ １４ ０ 

⑵ 令和７年度異動状況               （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

共同生活援助 ０ ０ ０ 

⑶ 年齢別状況                        （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ４ ２ １ １ ０ ８ ４１.３ ４０.３ 

女 ３ ２ ０ １ ０ ６ ４４.５ ４３.３ 

計 ７ ４ １ ２ ０ １４ ４２.７ ４１.７ 

⑷ 障害支援区分認定状況                   （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ０ １ ７ ８ ５.９ ５.９ 

女 ０ ０ ０ ０ １ ５ ６ ５.８ ５.８ 

計 ０ ０ ０ ０ ２ １２ １４ ５.９ ５.９ 

⑸ 地域別利用者数                      （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ５ ８ 

女 １ ０ ２ ０ ０ ２ ０ １ ６ 

計 ３ ０ ３ ０ ０ ２ ０ ６ １４ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                   （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ８ ０ ０ ０ ０ ０ ８ 

女 ３ ３ ０ ０ ０ ０ ６ 

計 １１ ３ ０ ０ ０ ０ １４ 

イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 ５ ０ ０ ０ ５ 

女 ２ ２ ０ ０ ４ 

計 ７ ２ ０ ０ ９ 
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５ 生活及び活動の状況 

⑴ 行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 ９日・１０日 夜桜ドライブ、 

２０日 春の顔合わせ会、オープンハウス 

 ６月 ７日 松本圏域障がい者スポーツ大会 

 ７月 １１日 夜間総合避難訓練、１２日 流しそうめん昼食会、 

２２日 松本歯科大学巡回診察、２７日 ささらの里夏祭り 

 ８月 １０日 プロレス観戦 

１０月 １０日 秋の避難訓練、 

１４日・１６日 寿地区地域づくり協議会見学、 

１５日 寿地区マルシェ、１７日 秋祭り前夜祭、 

２０日 胸部レントゲン、２６日 ささらの里祭り 

１１月 １１日 インフルエンザ予防接種 

１２月 ２日 そばを賞味する会、１４日 ささらの里クリスマス会 

 ２月 ７日 節分恵方巻き作り 

 ３月 １３日 第三者委員及び保護者コーディネーター報告会、 

１９日 そばを賞味する会、３１日 送別会 

 

６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

藤森病院 内科検診 １４ １４ １４ １４ １４ １４ 

相澤病院 胸部Ｘ線 １４ １２ １４ １４ １２ １４ 

松本歯科大学 歯科検診 １１ １１ ８ １１ １１ ８ 

村井病院 往診 － － ２ － － ２４ 

⑵ 受診人数                      （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

受診状況 １４ １４ １４ ２２８ １４７ ４５９ 

入院状況 １ １ ２ ３４ １２ ４０ 

施設内処置状況 １４ １４ １４ １,１１８ １,０９５ １,０６５ 

機能訓練実施状況 １４ １４ １４ １,４５８ １,４１２ １,４３２ 

合計 ４３ ４３ ４４ ２,８３８ ２,６６６ ２,９９６ 
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７ 短期入所事業等実施状況 （単位：人） 

区分・年度 
定員 実人数 延利用日数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

短期入所事業 ２ ２ ２ ９ １３ ６ ３８９ ４４８ ２１１ 

日中一時支援事業    ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

タイムケア事業    ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
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令和７年度 共立学舎事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 利用者の意思決定を尊重し、自分らしい生活ができる施設 

⑵ 地域との交流を進め、地域に貢献し、連携ができる体制づくり 

⑶ 利用者が安心、安全に過ごせる施設整備 

⑷ 職員が健康で働きやすい明るい職場づくり 

 

２ 取組結果 

⑴ 利用者の意思決定を尊重し、自分らしい生活ができる施設 

ア 日中活動にドライブや散歩を日常的に取り入れ、利用者の精神面での安定と体

力低下防止を継続して支援しました。また、感染症対策として、日々の施設内の

換気や消毒に努めました。 

イ 虐待防止や感染症対策については、定期的に会議等で職員へ意識づけを行い、

併せて、毎朝、倫理綱領の読みあわせを行いました。また、外部講師による研修

やオンラインセルフ研修を活用し、職員のスキルアップに努めました。 

ウ 今年度から発足した利用者互助会では、秋祭りと日帰り旅行を実施しました。

秋祭りでは、利用者が食品の販売に参加し、日帰り旅行では職員と大型バスで中

野・須坂方面へ出かけ、食事と買い物を楽しみました。 

エ クラブ活動では、法人アート展のほか、季節行事に関わる創作活動や音楽クラ

ブによる歌とダンス、また、スポーツボイスのインストラクターに指導を受ける

など、活動を続けました。 

オ 利用者や利用者家族の高齢化が進むなか、相談支援事業所と連携しながら本人

の意思を尊重し、今後の生活について考えました。今年度は、女性利用者１人が

高齢者施設へ移行しました。今後も状況に応じた対応が必要となります。 

⑵ 地域との交流を進め、地域に貢献し、連携ができる体制づくり 

ア 社会交流の促進をはかるため、神林体育館でのミニ運動会、散髪、昼食外出、

買い物等の外出支援を通して、地域社会とのつながりを大切にしました。また、

今井地区福祉ひろば（ひろば喫茶）に定期的に出かけ、お茶やお菓子を頂きなが

ら会話を楽しむなどの交流を続けました。併せて、神林・笹賀・今井３地区の町

会主催のボッチャ交流会に参加するなど、地域の方々と交流することで社会参加

のきっかけにすることができました。 

イ 緊急時短期入所空床確保事業として、緊急を要する方の短期入所を受入れまし

た。また、養護学校からの実習生、そのほか施設見学の受入れなど、相談支援事

業所と連携を取りながら地域のニーズに応えました。 
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ウ 新たにインスタグラムを活用することで、日頃の活動や行事の様子などの情報

を発信し、施設について多くの人に関心を持ってもらえるよう取り組みました。

また、道の駅「いまい恵みの里」で手ぬい雑巾の販売に加え、新たに法人アート

展で作製した陶芸製品も販売し、共立学舎の活動への理解につなげました。 

エ １０月にセイコーエプソン株式会社から移動式プロジェクションマッピング

「ゆめ水族園」の装置を２週間借用し、利用者や利用者家族、近隣施設の方に映

像を楽しんでもらうことができました。 

⑶ 利用者が安心、安全に過ごせる施設整備 

ア 保護者会解散に伴う寄附で、食堂と廊下に見守りカメラの増設と作業棟へ向か

う外通路に設置されていた伸縮門扉を更新し、安全な環境づくりに努めました。

また、施設敷地内の舗装修繕で段差が解消し、転倒事故防止につながりました。 

イ にぎやかな環境が苦手な利用者には、活動場所を変えたり、パーテーションで

仕切るなどのユニットを意識した空間をつくり、静かな環境で過ごせるよう配慮

しました。また、個人に合わせた支援チームを組み、安定につなげる試みを続け、

成果として良い方向につながりました。 

ウ 居室及び食堂のエアコンフィルターの定期的な清掃や専門業者に浴室清掃を

依頼し、衛生面に配慮しました。 

エ 利用者の居室をＬＥＤ化し、明るく過ごしやすい生活環境を整えました。 

⑷ 職員が健康で働きやすい明るい職場づくり 

ア 職員の増員及び日課を見直すことで、夕方に班単位で話し合いができる時間が

できるようになり、職員間の情報共有やコミュニケーションの促進を図ることが

できました。また、支援チームを作り、利用者の個別支援に力を入れました。 

イ 年次有給休暇取得促進に取り組むことで職員の心身の疲労を回復し、ゆとりの

ある生活が送れるよう取り組みました。また、育児休暇、介護休暇等の取得促進

にも努めました。 

 

３ 特記事項 

⑴ 見守りカメラの増設や門扉の取換え、プロジェクターの購入など、保護者会解散

に伴い多額の寄附を受けました。３月末に旧保護者会会長はじめ、会員に報告しま

した。 

⑵ １２月に地域連携推進会議を開催し、今井地区民生・児童委員、松本市社会福祉

協議会から今井地区生活支援員、利用者、施設の代表など総勢７人が参加し、施設

の日頃の活動など報告するなかで、様々な意見やアドバイスなど聞くことができま

した。 

⑶ 毎年、季節の行事として行ってきた「三九郎」については、林野火災注意報が発

令されたことに伴い、１月末まで実施ができない状況が続きました。また、材料の

調達にも苦慮することもあり、今後の継続が難しい状況となっています。 
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４ 利用者の状況（令和８年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                  （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ５年度 ６年度 ７年度(b) 

生活介護事業 ５５ ５０.５ ５１.６ ５３.４ △１.６ 

施設入所支援事業 ３０ ２９.４ ２８.２ ２９.１ △０.９ 

⑵ 令和７年度異動状況               （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

生活介護事業 １ ３ △２ 

施設入所支援事業 １ ２ △１ 

⑶ 年齢別状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ３ ６ １ ２ ４ １６ ５７.１ ５６.１ 

女 ０ ４ ３ １ ４ １２ ６２.４ ６０.６ 

計 ３ １０ ４ ３ ８ ２８ ５９.４ ５８.１ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ７ １０ １ ０ ３ ２１ ４９.９ ４８.９ 

女 ３ ２ １ ０ ３ ９ ５３.６ ５６.６ 

計 １０ １２ ２ ０ ６ ３０ ５１.０ ５１.４ 

⑷ 障害支援区分認定状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ １ １ ３ １１ １６ ５.５ ５.５ 

女 ０ ０ ０ ６ ２ ４ １２ ４.８ ４.８ 

計 ０ ０ １ ７ ５ １５ ２８ ５.２ ５.２ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ９ ８ ４ ２１ ４.８ ４.７ 

女 ０ ０ １ ３ ５ ０ ９ ４.４ ４.３ 

計 ０ ０ １ １２ １３ ４ ３０ ４.７ ４.６ 

  （注）障がい支援区分の判定がないものは、「区分１」に計上 
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⑸ 地域別利用者数 

ア 入所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 ９ ０ ２ ０ １ ３ １ ０ １６ 

女 ７ ０ １ ４ ０ ０ ０ ０ １２ 

計 １６ ０ ３ ４ １ ３ １ ０ ２８ 

イ 通所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １４ ０ ４ ０ ０ ３ ０ ０ ２１ 

女 ４ ０ ２ ０ １ ２ ０ ０ ９ 

計 １８ ０ ６ ０ １ ５ ０ ０ ３０ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                   （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 １ ０ ０ １ ０ ０ ２ 

女 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

計 ２ ０ ０ １ ０ ０ ３ 

イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 ２２ ０ １３ ２ ３７ 

女 ８ ２ １１ ０ ２１ 

計 ３０ ２ ２４ ２ ５８ 

ウ 精神障害者保健福祉手帳所持状況     （単位：人） 

区分 １級 ２級 ３級 計 

男 １ ０ ０ １ 

女 ０ ０ ０ ０ 

計 １ ０ ０ １ 

 

５ 生活及び活動の状況 

⑴ 行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 １日 新年度入所式、１８日 ホビー班お花見会、 

２４日 ファーマーズ班焼肉会 

 ５月 ２１日 避難訓練 

 ６月 １０日 布団交換、１６日 スポーツボイス、 

１８日 利用者健康診断 
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 ７月 ３日～６日 法人アート展、９日 七夕会、 

１４日 ファーマーズ班焼肉会 

 ８月 ６日 納涼祭 ２０日 スポーツボイス、２７日 夜間避難訓練 

 ９月 １０日 ミニ運動会、１８日 ファーマーズ班懇談会、 

２５日 クラフト班懇談会、２９日 第三者委員報告会、 

３０日 ホビー班懇談会 

１０月 ４日～１９日 ゆめ水族館、７日 布団交換、 

８日 利用者内科検診、１７日 共立祭、２９日 スポーツボイス 

１１月 １９日 インフルエンザワクチン接種、 

２５日 イオンモール須坂日帰り旅行 

１２月 ８日 地域連携推進会議、 ２４日 クリスマス会 

 １月 ２日 新年会、３日 初詣（宝輪寺）、２１日 スポーツボイス、     

２６日 三九郎 

 ２月 ４日 節分、２０日 第三者委員報告会 

 ３月 ４日 ひな祭り、６日 スポーツボイス、１７日 ホビー班食事会、

１９日 クラフト班おたのしみ会 

通年 精神科検診（毎月）、歯科往診（毎月）、傾聴ボランティア 

⑵ クラブ及びレクリエーションの実施状況 

クラブ名 実施回数 参加延人数 活動の状況 

音楽クラブ １２ ２１４ 季節の歌・合奏・ダンス、行事発表の

練習等 

スポーツボイス ５ １２８ 音楽に合わせて声を出しながら体を動

かすレクリエーション 

計 １７ ３４２  

 

６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

城西病院 精神科検診 ２５ ３１ ２３ ３１２ ３７１ ３１０ 

品川医院 内科検診 ３０ ２８ ３０ ３０ ２８ ３０ 

松本市医師会 健康診断 ４７ ５４ ５５ ４７ ５４ ５５ 

その他の医療機関 歯科検診 ３０ ２９ ３０ ２３５ ２４０ ２１８ 
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⑵ 受診人数                         （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

受診状況 ３０ ３０ ３０ ９６４ ３４７ ４７７ 

入院状況 ３ ３ ３ ３５ ３３５ ２３ 

施設内処置状況 ２６ ３０ １２ ３,４８５ ２,５８０ ２,２９５ 

機能訓練実施状況 ３ ３ ５ ３００ １３５ ４０８ 

合計 ６２ ６６ ５０ ４,７８４ ３,３９７ ３,２０３ 

 

７ 給食 

⑴ 年間給食数                 （単位：食） 

区分 ５年度 ６年度 ７年度 

利用者 ３８,３３４ ４０,１２２ ３７,４０１ 

職員等 ２,６６２ ２,９６３ ２,８４２ 

計 ４０,９９６ ４３,０８５ ４０,２４３ 

⑵ 一日平均摂取栄養量 

区分 目標値 実績 

エネルギー １,８００kcal １,７０４kcal 

タンパク質 ７０ｇ ６６ｇ 

脂質 ４５ｇ ５７ｇ 

⑶ 食事内容及び間食状況                    （単位：人） 

区分 形態 
実人数 

間食 
５年度 ６年度 ７年度 

主食 

常食 ５５ ５５ ５２ 

週 7回  

軟飯 ０ ０ ０ 

粥食 ５ ５ ６ 

ミキサー食・ゼリー食 ０ ０ ０ 

副食 

常食 ４７ ４２ ４７ 

粗刻み １２ １７ ３ 

細刻み・刻み １ １ ８ 

ミキサー食 ０ ０ ０ 

経管栄養 ０ ０ ０ 
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８ 短期入所事業等実施状況                     （単位：人） 

区分・年度 
定員 実人数 延利用日数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

短期入所事業 ２ ２ ２ １０ １５ １５ ４５８ ３０６ ３７４ 

日中一時支援事業    ８ ８ ９ ６３２ ６４２ ５８０ 
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令和７年度 チャレンジ松本事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 職業準備トレーニングと職場支援のための支援の充実 

⑵ 利用者工賃の向上 

⑶ 地域との交流と地域への貢献 

⑷ 利用者の意思決定の尊重と職員の資質向上 

 

２ 取組結果 

⑴  職業準備トレーニングと職場支援のための支援の充実 

ア ４月から就労移行事業に訓練生１人が利用を開始しました。また、１０月から

１人の訓練生が２か月間の企業実習終了後、一般就労することとなりました。新

規利用に繋がるようインスタグラムの更新や養護学校等へ情報提供を行いまし

たが、見学が２件のみでした。 

イ 就職した利用者１人に対し就労定着支援を行い、１０月で職場定着することが

できました。 

ウ 就労選択支援事業の指定が受けられるよう、必要な研修に職員を派遣する等準

備を進めてきましたが、要件を満たせず申請を見合わせました。 

⑵  利用者工賃の向上 

ア 利用者の希望を確認し、体調や適性を考慮しながら、日々の作業配置を行いま

した。感染症対応のため法人内施設の清掃に入れない期間もありましたが、企業

等からの受託作業が隙間なくあったこと、アルミ缶や廃油の単価が上がったこと

もあり、昨年度より収入が増え、平均工賃は、３０,７２４円でした。 

イ 委託先のニーズに即した迅速かつ丁寧な作業を心がけた結果、企業等から受託

する作業の種類も増えました。また、新たにトイレットペーパーの販売先を３か

所、企業からの受託契約１か所の開拓を行い、工賃向上に努めました。 

ウ 養護学校、相談支援事業所等と連携し、体験など積極的に受け入れるなかで、

就労継続支援Ｂ型事業へは、１月に１人が利用開始となりました。しかし、４月、

８月、３月にそれぞれ１人が利用終了となりました。 

⑶ 地域との交流と地域への貢献 

ア 公園の除草作業、毎月の資源物回収等、地元町会で行う作業を通して地域への

貢献に努め、地域住民との関わりを大切にしました。 

イ ９月に作業を受託している株式会社松本山雅から飲料水等の寄附を受けまし

た。 

ウ 養護学校や相談支援事業所と連携を図り、事業所見学や実習等を積極的に受け

入れました。４件の見学、５件のＢ型実習又は体験、８件のＢ型アセスメントが

ありました。 
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⑷ 利用者の意思決定の尊重と職員の資質向上 

ア 活動の中で利用者自らが考え意思決定をする機会が増えるよう、関わり方を意

識しました。 

イ 法人内研修のほか、外部研修にも積極的に職員を派遣しました。併せて、研修

後、復命書の回覧や伝達研修を行い、参加していない職員にもフィードバックし

ました。また、オンライン研修も利用し、資質の向上に努めました。しかし、「報・

連・相」が機能しないことがあったため、職員会議等で意見交換し、意識改革に

努めました。 

 

３ 特記事項 

⑴ ８月１９日に行われた松本市による運営指導の結果、文書指摘があったため是正

措置を講じました。今後は適切な加算の算定を行います。 

⑵ 感染症に罹患した利用者及び職員は延べ４人でしたが、いずれも単発で感染拡大

することなく終息しました。 

⑶ 保護者会の解散に伴い、見守りカメラ、プロジェクター、スクリーン、カゴ車の

寄附を受けました。 

 

４ 利用者の状況（令和８年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                  （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ５年度 ６年度 ７年度(b) 

就労移行支援事業 ６ １.９ １.５ １.７ △４.３ 

就労継続支援Ｂ型事業 ３４ ３２.３ ３５.６ ３４.７ ０.７ 

就労定着支援事業 － ２ １ ０ － 

⑵ 令和７年度異動状況                （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

就労移行支援事業 １ １ ０ 

就労継続支援Ｂ型事業 １ ３ △２ 

就労定着支援事業 ０ １ △１ 

⑶ 年齢別状況 

ア 就労移行支援事業                     （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 １ ０ ０ ０ ０ １ １９.０ ０.０ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０.０ ４０.０ 

計 １ ０ ０ ０ ０ １ １９.０ ４０.０ 
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イ 就労継続支援Ｂ型事業                   （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 １６ ８ ０ １ ０  ２５ ３９.２ ３８.９ 

女 ４ ７ １ ０ １ １３ ４６.８ ４５.８ 

計 ２０ １５ １ １ １ ３８ ４１.８ ４１.３ 

ウ 就労定着支援事業                     （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ０ ０ ０ ０ ０ ０ － ２３.０ 

女 ０ ０ ０ ０ ０  ０ － ０.０ 

計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ － ２３.０ 

⑷ 障害支援区分認定状況 

ア 就労移行支援事業                     （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １.０ － 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ － － 

計 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １.０ － 

イ 就労継続支援Ｂ型事業                    （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ６ ３ ７ ９ ０ ０ ２５ ２.８ ２.３ 

女 ４ ０ ３ ５ １ ０ １３ ２.９ ３.１ 

計 １０ ３ １０ １４ １ ０ ３８ ２.８ ２.６ 

 （注）障がい支援区分の判定がないものは、「区分１」に計上 

⑸ 地域別利用者数 

ア 就労移行支援事業                     （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

イ 就労継続支援Ｂ型事業                   （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １９ ０ ２ ２ ０ １ ０ １ ２５ 

女 ５ ０ １ ２ ０ ２ ０ ３ １３ 

計 ２４ ０ ３ ４ ０ ３ ０ ４ ３８ 
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⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                   （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ０ ０ １ ０ ０ ０ １ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計 ０ ０ １ ０ ０ ０ １ 

イ 療育手帳所持状              

 (ア)就労移行支援事業           （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 ０ ０ １ ０ １ 

女 ０ ０ ０ ０ ０ 

計 ０ ０ １ ０ １ 

 (イ)就労継続支援Ｂ型事業         （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 １０ １ １１ ３ ２５ 

女 ４ ０ ９ ０ １３ 

計 １４ １ ２０ ３ ３８ 

 

５ 生活及び活動の状況 

行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ５月 ２３日 お花見会 

 ６月 ２７日 利用者健康診断 

 ７月 ３日 七夕会 

 ８月 ６日 暑気払い 

１０月 １７日 共立祭 

１２月 １０日・１１日 日帰り旅行、２４日 クリスマス会 

 １月 ２６日 三九郎 

 ２月 ３日 節分 

 ３月 ２７日 慰労会 

 

６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

城西病院 精神科検診 ３ ３ ３ ３６ ３６ ３６ 

松本市医師会 内科検診 ９ １１ １１ ９ １１ １１ 
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⑵ 受診人数                          （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

受診状況 １ ０ ０ １ ０ ０ 

施設内処置状況 １ ２ ６ １ ２ ６ 

合計 ２ ２ ６ ２ ２ ６ 

 

７ 給食 

⑴ 年間給食数                 （単位：食） 

区分 ５年度 ６年度 ７年度 

利用者 ７,１８１ ７,３７９ ７,６３７ 

職員等 ４１２ ３８７ ２３８ 

計 ７,５９３ ７,７６６ ７,８７５ 

⑵ 一日平均摂取栄養量 

区分 目標値 実績 

エネルギー １,８００kcal １,７０４kcal 

タンパク質 ７０ｇ ６６ｇ 

脂質 ４５ｇ ５７ｇ 

⑶ 食事内容及び間食状況                    （単位：人） 

区分 形態 
実人数 

間食 
５年度 ６年度 ７年度 

主食 

常食 ３８ ３８ ３８ 

― 

軟飯 ０ ０ ０ 

粥食 ０ ０ ０ 

ミキサー食・ゼリー食 ０ ０ ０ 

副食 

常食 ３６ ３６ ３６ 

粗刻み ０ ０ ０ 

細刻み・刻み ２ ２ ２ 

ミキサー食 ０ ０ ０ 

経管栄養 ０ ０ ０ 

 

８ 職種別就職等の状況（就労移行支援事業）            （単位：人） 

製造業 サービス業 食品製造 運送業 Ａ型事業所 合計 

 ０ ０ １ ０ ０ １ 
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９ 支給工賃総額の推移（就労継続支援Ｂ型事業）          （単位：円） 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

１０,５７４,９９８ １１,５３２,５１１ １２,７９３,２８２ 

 

10 職場定着支援の実績（就労定着支援事業）            （単位：人） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 合計 

１ １ １ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ７ 
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令和７年度 あい・アドバンス今井事業報告 

 

１ 事業目標 

⑴ 利用者、利用者家族及び地域社会に信頼されるオープンな施設運営 

⑵ 利用者の個々の「思い・心」に寄り添った支援の提供 

⑶ 地域のニーズに応える公益性の高い、安定した施設運営 

⑷ 職員が働きやすい職場環境づくりと、スペシャリストとしての自覚と誇りを持て

る人材の育成 

 

２ 取組結果 

⑴ 利用者、利用者家族及び地域社会に信頼されるオープンな施設運営 

ア 災害、感染症などをはじめとする有事に対応するため、各種計画又はマニュア

ルに基づいて防災訓練と感染症対策研修を２回、夜間想定避難訓練、不審者への

対応のための防犯訓練をそれぞれ１回開催しました。特に、業務継続計画（ＢＣ

Ｐ）の点検・見直しのため、福祉避難所としての避難者受入れを視野に入れ、発

電機の稼働、簡易ベッド設置などの実践的な避難所設営訓練を実施しました。 

イ 地域や関係者、利用者家族に情報を発信し、常にオープンな施設運営を進める

ため、これまでの広報紙やホームページに加え、「インスタグラム」を活用した

情報発信に力を入れました。 

ウ 例年実施している家族会との班別懇談会は、２６人のご家族が参加され、利用

者の日々の生活のようすや班ごとの取組みについて意見交換しました。 

⑵ 利用者の個々の「思い・心」に寄り添った支援の提供 

ア 多くの利用者が自らの思いを伝えることが困難な現状があります。そのため、

職員がその人の考え、行動、感情を正しく知り、共感する理解者としての自覚を

持ち、チームで「最良な選択」を模索しました。併せて、支援上の課題解決のた

め、毎月のケース会議だけでなく、日々の業務のなかで職員同士が意見を交わし、

試行錯誤を重ねました。 

イ 施設入所利用者の地域生活移行を進めるため、個々の障がい特性に配慮しなが

らその意向を確認しました。 

⑶ 地域のニーズに応える公益性の高い、安定した施設運営 

ア 松本市の「強度行動障害者に対応するための施設改修補助金」を活用し、一部

のトイレにエアコンを設置しました。これにより、安全性の向上に加え、生活環

境を改善することができました。 

イ 松本短期大学との交流については、ゼミ生が施設見学や納涼祭へのボランティ

アに参加し、学生の学習の場の提供につながりました。 
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  ウ 令和７年度から設置が義務化された「地域連携推進会議」は、利用者、家族、

地域の関係者など９人が参加し、１０月に初めての会議を開催しました。施設の

運営、利用者の日常生活、危機管理、地域交流事業などの幅広いテーマについて

意見交換することができました。 

エ 施設独自の取組みとして定着した「施設コーディネーター事業」は、年５回開

催し、利用者との交流を通じてさまざまな意見をいただくことがきました。また、

新たに「神林地区ボランティア連合会」とのつながりができ、「もみの木公園」

や花壇を活用した交流が進みました。 

⑷ 職員が働きやすい職場環境づくりと、スペシャリストとしての自覚と誇りを持て

る人材の育成 

ア 「利用者ファースト」の意識と職員がお互いを尊重する職場風土を醸成するた

め、朝の引継ぎにおいて「職員行動規範」を職員が毎日確認して、利用者への支

援の好循環に結びつけました。 

イ 利用者と職員双方の負担軽減のため、センサーマット利用の試行に加え、ＩＣ

Ｔの活用や介護機器の整備について検討しました。 

ウ 強度行動障がい支援者養成研修（基礎研修及び実践研修）を計５人の職員が受

講しました。また、時間と場所を選ばないオンライン研修を積極的に活用し、職

員の資質向上につながりました。 

 

３ 特記事項 

 ⑴ 虐待が疑われ、施設が松本市に通報した件については、結果的に虐待ではないも

のの不適切な支援であるとの指摘がありました。これを受け、虐待防止研修を開催

するとともに、「職員行動規範」を日々確認し、虐待につながるあらゆる行為を行

わないこと、疑わしい行為も見過ごすことなく容認しないという意識を職場内に浸

透させました。 

⑵ 松本市による運営指導が１１月１９日に実施されました。特に改善が必要な事項

はありませんでしたが、口頭で指導を受けた内容については、関係法令と照らし、

業務改善につなげるべく周知徹底をはかりました。 

 ⑶ コロナ禍において限定的な実施となっていた外出支援は、９月から１１月にかけ

て「赤沢自然休養林」、「白樺高原」などへの日帰り旅行を実施し、ほぼ全員の利用

者が参加することができました。 

 ⑷ 機器及び配管の老朽化に伴い課題となっていた「業務用ヒートポンプ給湯器更新

工事」が完了しました。  
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４ 利用者の状況（令和８年３月３１日現在） 

⑴ 利用定員及び平均利用者数                  （単位：人） 

区分 
定員 

(a) 

１日当たりの平均利用者数 差引 

(b)-(a) ５年度 ６年度 ７年度(b) 

生活介護事業 ６０ ５３.３ ５０.８ ５４.４ △５.６ 

施設入所支援事業 ５０ ４６.４ ４５.４ ４９.２ △０.８ 

⑵ 令和７年度異動状況               （単位：人） 

区分 新規利用者数 利用終了者数 差引 

生活介護事業 ４ ２ ２ 

施設入所支援事業 ３ ２ １ 

⑶ 年齢別状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ６ １０ ０ ２ ８ ２６ ５６.５ ５５.８ 

女 ７ １０ １ ２ ４ ２４ ５１.０ ５１.３ 

計 １３ ２０ １ ４ １２ ５０ ５３.８ ５３.６ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 18～39 歳 40～59 歳 60～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計 平均年齢 前年度平均年齢 

男 ５ ３ ０ １ １ １０ ４６.９ ４２.７ 

女 １ ３ ０ ０ ０ ４ ４３.３ ４３.０ 

計 ６ ６ ０ １ １ １４ ４５.９ ４２.８ 

⑷ 障害支援区分認定状況 

ア 入所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ ３ ７ １６ ２６ ５.５ ５.５ 

女 ０ ０ ０ ３ ５ １６ ２４ ５.５ ５.７ 

計 ０ ０ ０ ６ １２ ３２ ５０ ５.５ ５.６ 

イ 通所                            （単位：人） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 計 平均区分 前年度平均区分 

男 ０ ０ ０ １ ７ ２ １０ ５.１ ５.２ 

女 ０ ０ １ ２ ０ １ ４ ４.３ ４.７ 

計 ０ ０ １ ３ ７ ３ １４ ４.９ ５.１ 

  （注）障がい支援区分の判定がないものは、「区分１」に計上 
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⑸ 地域別利用者数 （単位：人） 

ア 入所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 １８ ０ ４ ２ ０ １ ０ １ ２６ 

女 １５ １ １ ４ ０ ３ ０ ０ ２４ 

計 ３３ １ ５ ６ ０ ４ ０ １ ５０ 

イ 通所                           （単位：人） 

区分 松本市 大町市 塩尻市 安曇野市 木曽郡 東筑摩郡 北安曇郡 その他 計 

男 ６ ０ ３ １ ０ ０ ０ ０ １０ 

女 ３ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ４ 

計 ９ ０ ３ １ ０ １ ０ ０ １４ 

⑹ 障がい状況 

ア 身体障害者手帳所持状況                   （単位：人） 

区分 身体１級 身体２級 身体３級 身体４級 身体５級 身体６級 計 

男 ２ ３ ２ ０ １ １ ９ 

女 ３ ０ ０ １ ０ １ ５ 

計 ５ ３ ２ １ １ ２ １４ 

イ 療育手帳所持状況            （単位：人） 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 計 

男 ３０ ２ ４ ０ ３６ 

女 ２０ ０ ８ ０ ２８ 

計 ５０ ２ １２ ０ ６４ 

ウ 精神障害者保健福祉手帳所持状況     （単位：人） 

区分 １級 ２級 ３級 計 

男 １ ０ ０ １ 

女 ２ ０ ０ ２ 

計 ３ ０ ０ ３ 

 

５ 生活及び活動の状況 

⑴ 行事等実施状況 

月 行事等の内容 

 ４月 ２２日 お花見会、２０日 家族会総会 

 ５月 ２５日 家族会ボランティア作業 

 ６月 ４日 松本市医師会検診 

 ７月 ７日 七夕会 

 ８月 ７日 納涼祭 
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１０月 １７日 あい・今井祭、２１日・２２日 日帰り旅行、 

２４日 地域連携推進会議、２８日 夜間総合避難訓練、 

３０日 布団交換 

１１月 ６日 日帰り旅行、２７日 インフルエンザ予防接種 

１２月 ２３日 クリスマス会 

 １月 ７日 新年会 

 ２月 ３日 節分会、２０日 第三者委員報告会 

 ３月 １日 家族会理事会、３日 ひな祭り、３１日 お別れ会 

通年 

（毎月） 

精神科検診、訪問歯科、訪問マッサージ、訪問理髪、環境整備、 

館内清掃 

⑵ クラブ及びレクリエーションの実施状況 

クラブ名 実施回数 参加延人数 活動の状況 

アートクラブ １ １１ 創作活動 

レクリエーション ４ ４５ 
クリスマスリース、鬼のお面

等創作 

計 ５ ５６  

 

６ 健康管理状況 

⑴ 健康診断・検査                       （単位：人） 

実施機関・年度 内容 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

村井病院 精神科検診 ４７ ５３ ５１ ５２８ ５２２ ５１２ 

品川内科医院 

医師会検診 
内科検診 ４７ ５３ ５６ ９４ １０６ １１２ 

その他の医療機関 歯科検診 ４７ ４９ ５１ ３９８ ４９７ ６１２ 

⑵ 受診人数                      （単位：人） 

区分・年度 
実人数 延人数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

受診状況 ４８ ５２ ５１ １,５３７ １,５４５ １,７８６ 

入院状況 ３ ４ ６ １６０ １０１ ２４４ 

施設内処置状況 ２３ ２８ ５１ ３,１８６ ３,２２６ ３,４７６ 

機能訓練実施状況 ９ ８ ８ ６３３ ７９２ ７６８ 

合計 ８３ ９２ １１６ ５,５１６ ５,６６４ ６,２７４ 
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７ 給食 

⑴ 年間給食数                 （単位：食） 

区分 ５年度 ６年度 ７年度 

利用者 ５２,１１２ ５１,１８７ ５４,４３９ 

職員等 ２,０７８ ２,３２７ ２,３８５ 

計 ５４,１９０ ５３,５１４ ５６,８２４ 

⑵ 一日平均摂取栄養量 

区分 目標値 実績 

エネルギー １,８００kcal １,７０４kcal 

タンパク質 ６０ｇ ６６ｇ 

脂質 ４５ｇ ５７ｇ 

 

⑶ 食事内容及び間食状況                    （単位：人） 

区分 形態 
実人数 

間食 
５年度 ６年度 ７年度 

主食 

常食 ４７ ４３ ３５ 

毎日 

軟飯 ０ ０ ０ 

粥食 １０ １８ ２０ 

ミキサー食・ゼリー食 ２ ２ １ 

副食 

常食 ４１ ３０ ２６ 

粗刻み １０ １２ １０ 

細刻み・刻み ６ １９ １８ 

ミキサー食 ２ ２ ２ 

経管栄養 ０ １ ０ 

 

８ 短期入所事業等実施状況 （単位：人） 

区分・年度 
定員 実人数 延利用日数 

５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 ５年度 ６年度 ７年度 

短期入所事業 ４ ４ ４ ９ ８ ９ ３８９ ４４８ ５２８ 

日中一時支援事業    １０ ９ １３ ４０８ ３６０ ５１２ 

タイムケア事業    ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
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